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フ ト ウ が 峰 ハ イ キ ン グ う た の ひ ろ ば (松 風 ギ ャ ラ リ ー )

5月 1日 （ 水 ） メ ー デ ー 参 加5月 1日 （ 水 ） メ ー デ ー 参 加

２ ０ ０ ２ 年 、 第 ７ ３ 回 メ ー デ ー 東 播 地 区 集 会 が P.M . 5 : 0 0～ 明 石 公 園 内 で 開 催

さ れ 、 約 72 0名 が 参 加 し ま し た る 例 年 の 様 に 東 播 セ ン タ ー 合 唱 団 は 、 開 会 前 に

前 も っ て 実 行 委 員 会 で 購 入 し て 頂 い て い た ね メ ー デ ー 歌 集 （ 10 0部 ） を 使 っ て

「 世 界 を つ な げ 花 の 輪 に 」 な ど の メ ー デ ー 歌 を 参 加 者 の 皆 さ ん と 一 緒 に 歌 い 、

新 曲 の 「 今 こ の 時 代 に 」 も 紹 介 。 そ し て オ ー プ ニ ン グ で は 、 和 太 鼓 （ 屋 台 ば や

し ） を 演 奏 し ま し た 。 集 会 が 終 わ り 、 デ モ 行 進 に 入 る と 「 が ん ば ろ う 」 な ど、

の メ ー デ ー 歌 を 歌 い 、 送 り 出 し ま し た 。 う た の 歌 詞 コ ー ル は 角 尾 さ ん 、 歌 唱 が

久 保 山 さ ん と 、 西 本 、 伴 奏 は 神 戸 青 年 合 唱 団 の 日 野 さ ん （ ト ラ ン ペ ッ ト ） 、

見 満 さ ん （ キ ー ボ ー ド ） に 協 力 し て 頂 き ま し た （ 西 本 ）。

加 古 川 市 の 松 風 ギ ャ ラ リ ー ホ ー ル に て 、 17名 プ ラ ス 子 供 達 と 伴 奏 の 冨 田 さ ん

の 参 加 で 、 う た の ひ ろ ば が 開 催 さ れ た 。 司 会 は 話 術 巧 み な 常 峰 、 中 矢 の コ ン ビ

で 、 終 始 楽 し い 雰 囲 気 で 盛 り 上 が っ た 。 歌 集 か ら リ ク エ ス ト に 応 じ て 声 を 合 わ

せ て 楽 し く 歌 っ た 。 飛 び 入 り コ ー ナ ー で の 西 本 団 長 の 「 さ と う き び 畑 」 の 歌 は

聞 か せ て く れ 、 女 声 の 合 唱 、 男 声 の 合 唱 、 そ れ に 子 供 た ち 、 あ る い は 鈴 木 an d

福 本 の 本 当 ？ の 飛 び 入 り で の 歌 の 披 露 な ど す ば ら し い 内 容 で あ っ た 。 欲 を 言 え

ば 、 も う 少 し 参 加 人 数 が 多 け れ ば な ぁ 、 と い う と こ ろ か （ 竹 川 ）。

有 志 の 仲 間 と 食 べ て き ま し た フ ト ウ が 峰 1 100ｍ の フ ル コ ー ス
5月 26日 （ 日 ） 東 播 セ ン タ ー 合 唱 団 レ ク ﾘｴｰシ ョ ン 部

西 本 農 園 朝 掘 り の 新 じ ゃ が フ ラ イ ド ポ テ ト 、 玉 ね ぎ と き ぬ さ や 豚 肉 の い た め

も の 、 冷 や っ こ 、 ま ぼ ろ し の 手 羽 先 、 砂 ず り 、 鳥 の 軟 骨 か ら あ げ 、 サ ツ マ イ モ

と オ ク ラ の て ん ぷ ら 、 シ ャ ウ エ ッ セ ン の 直 火 焼 、 飲 み 物 は 缶 生 ビ ー ル 、 辛 口 フ

ラ ン ス 白 ワ イ ン 。 デ ザ ー ト は 新 鮮 な 野 菜 サ ラ ダ 、 ド リ ッ プ コ ー ヒ ー 、 紅 茶 。 そ

し て や は り 「 ふ る さ と 」 の 合 唱 。 ウ グ イ ス と の 対 話 を し な が ら 登 り 時 間 の1.5

高 原 ハ イ キ ン グ で 下 が っ た 体 脂 肪 率 も な ん の そ の 、 ｍ の 自 然 レ ス ト ラ ン の1100

誘 惑 に は す べ て を 忘 れ 、 た だ ひ た す ら は し を 口 へ 。 金 曜 日 に は い い 声 が 出 る ん

じ ゃ あ な い で し ょ う か 。

そ う す る 内 に 近 く の 空 で ゴ ロ ゴ ロ 。 そ し て 稲 妻 も 「 こ れ は や ば い 。 急 い で」

下 山 。 車 に た ど り 着 く な り 滑 り 込 み の セ ー フ 。 体 に や や 不 安 を 抱 え た メ ン バ ー

も 自 信 が つ い た し 、 万 事 め で た し め で た し 。

家 へ 帰 っ て の 夕 食 に ま で 「 ゴ ロ ゴ ロ ザ ー ！ 」 か み な り さ ん に ご 馳 走 し な か っ

た か ら か な あ ー 。 ご め ん ね （ 岸 本 ）。
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活 動 予 定

6 22 ( ) 7: 0 0 9: 0 0月 日 土 歌 声 喫 茶 喫 茶 「 あ し た ば 」 に て 午 後 ～

月 日 日 加 古 川 市 合 唱 連 盟 主 催 サ マ ー コ ン サ ー ト7 7 ( )

： ～ ア ラ ベ ス ク ホ ー ル に て1 3 0 0

演 奏 曲 目 「 今 こ の 時 代 に 」 「 風 に な り た い 」

み な さ ん 暗 譜 で す よ ！ ！

8 10 ( ) 11 ( )月 日 土 、 日 日

合 宿 （ 高 砂 市 青 年 の 家 ）

日 （ 土 ） 午 後 か ら 予 定 し て い ま す 、10

参 加 お 願 い し ま す

人 数 把 握 の た め 、 申 込 み 書 に 記 入 の う え 、 常 峰 事 務

局 長 ま で 提 出 し て く だ さ い

月 練 習 日6

月 日 、 日 、 日 、 日6 7 1 4 21 2 8

そ の 他 行 事

月 日 （ 土 ） ～ （ 日 ）7 20 2 1

香 川 県 、 瀬 戸 内 海 の 粟 島 に て 瀬 戸 内 海 の 環 境 を 守 る 連 絡 会 の 周3 0

年 記 念 行 事 が 行 わ れ ま す 。

参 加 希 望 の 方 は 、 申 込 書 に 記 入 し て 、 西 本 団 長 ま で

月 日 （ 土 ） 氷 上 町 水 分 れ 公 園 に て 夏 祭 り7 27

（ 参 加 は ち ょ っ と 難 し い 様 子 ）

機 関 誌 名 の 案

「 か た り こ と ば 」 「 ふ れ あ い 」 「 ト ー バ ン ・ か わ ら ば ん 」 「 や ま び こ 」 な ど

も っ と ほ か に 是 非 こ の 名 前 で 、 と い う も の が あ れ ば ど し ど し 申 し 出 て 下 さ い 。

掲 示 板 （ こ の 欄 に 掲 載 す る 原 稿 募 集 し ま す ）

高 砂 市 民 合 唱 団 か ら の お し ら せ

歌 声 喫 茶 を 開 き ま す 。 み な さ ん ど う ぞ お 越 し 下 さ い 。

と き ： 6月 29日 （ 土 ） 13 ： 30～ 16： 00

と こ ろ ： 高 砂 市 文 化 会 館 内 展 示 集 会 室

男 声 合 唱 団 「 風 」 第 3回 定 期 演 奏 会 の お 知 ら せ

日 時 6月 16日 （ 日 ） 午 後 1時 30分 開 場 、 2時 開 演

会 場 ア ラ ベ ス ク ホ ー ル （ ウ ェ ル ネ ス パ ー ク 内 ）

入 場 料 1 ,000円 、

曲 目 ビ ー ト ル ズ ナ ン バ ー よ り 、 コ ン ポ ジ シ ョ ン Ⅲ 、 富 士 山 他
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